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ゆたかな心をはぐくむ
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人権啓発標語 「友だちに　自分の気持ち　伝えよう」 菊陽北小学校　５年　宮本　徠
らい

夢
む
（現在６年生）

入道水で区長さんから神社についての話を聞く子どもたち　　　　　　　　
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菊陽北小学校

いつも　ぱぱといっしょに　おふろにはいっている。
おふろのなかで　いつも　およぐよ。
「かっこいい」ってぱぱが　いってくれる。
でも、ぱぱが　とおいところに　おしごとにいってい
るから　ままとはいった。
ままが　ぼくのからだと　かみのけをあらってくれた。
でも、ひとりでも　はいれるようになった。
おにいちゃんも　ひとりではいっている。
ままが　たおるで　からだを　ふいてくれたよ。

（先生から）
保育園で大好きな家族のことをたくさん話してくれます。
楽しそうにお父さんとお風呂に入っている様子が伝わって
きました。
水遊びでも顔つけや泳ぎを友だちに見せてくれました。
友だちに「すごい」と言われてうれしそうでした。

「ぱぱとおふろにはいっているよ」 なかよし園　中村　介
かい

星
せい

（６歳）

友だちと遊ぶのたのしいなぁ（作者中央） 「ぱぱといっしょのおふろ」

第35回菊陽町人権子ども集会
部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

菊陽町人権子ども集会実行委員長　　　
武蔵ヶ丘中学校３年　黒鶴　真

こころ

心　
　皆さんは、「部落差別をはじめあらゆる差別をなくす」ために
は何が必要だと思いますか。私は、まずはそれらの差別について
学ぶことが必要だと思います。
　私は小学生の頃からこの集会に参加しています。毎年新しい学
びがあるのですが、初めて参加したときに、私の暮らす菊陽町で
も部落差別があることを知りました。また、発表していた小学生
の人たちは部落差別をなくすために頑張っていることを知ったこ
とが私自身を振り返るきっかけになりました。それまで何気なく
口にしていた自分の言葉や気にとめていなかった友だちの言葉が
差別から来ている発言ではないかと考えるようになりました。そ
して、知って学んだことから自分の行動を見つめ直したことで、
知らなければ変われないことがあるのだと感じました。
　皆さんもこの集会に参加して、身の回りにある差別について学
び、考えてみませんか。一人でも多くの人が差別をなくすために
行動すれば、一日でも早く差別はなくなるはずです。多くの人の
参加をお待ちしています。

身の回りにある差別について学び、
考えてみませんか

■日時　12月７日㈯　午前９時～11時50分
■場所　菊陽中学校体育館
■実行委員　各中学校生徒会執行部
　　　　　　各小学校代表者

◦開会（菊陽北小）
◦目的発表（菊陽南小）
◦ステージ発表（発表順は未定）
　（菊陽中、武蔵ヶ丘小、武蔵ヶ丘北小、
　 菊陽西小）
◦展示発表（武蔵ヶ丘中、菊陽中部小、
　菊陽南小、菊陽北小）
◦集会宣言文読み上げ（菊陽中部小）
◦歌「語り合おう」（菊陽南小）
◦閉会（菊陽北小）

プログラム

入場無料

　菊陽北小学校区には、鉄砲小路や蘇古鶴神社など歴史的に

貴重な財産が数多くあり、２年生は、各地区の公民館や地域

の自慢したいところなどの地域探検を毎年行います。

　学習の中で、本校区の「貴重な財産（人財）」である区長さ

んや地域の人が昔のことや思いを話してくれます。今年度行

う地域ふれあい交流活動では、各地区の公民館に飾る「しめ

縄」を児童・保護者・地域で制作し、飾り付けます。今後も

地域とともにある学校として、故郷を愛する児童の育成を目

指します。

地域とともにある学校


